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あらぎ島から愛をコメて♪



弾道ミサイル発射情報の訓練放送を実施します

国からの弾道ミサイル発射情報を「J アラート」
を介し、自動で住民へ伝達する訓練を全国一斉に実
施します。防災行政無線放送などの情報配信を実施
しますが、訓練ですので実際の情報と取り違えない
ようにご注意ください。

●日時／ 11 月 16 日（水）11:00 ～
とるべき避難行動
①建物の中に避難
②地面に伏せて頭を守る
③窓から離れる

秋の実りに感謝 ‼

黄金の稲穂に彩られた「あらぎ島」。
八幡小学校 3・4 年生の児童が 9 月 5 日（月）

にあらぎ島景観保全保存会の皆さまと JA ありだ
職員の指導を受けながら、鎌で稲を刈り、稲掛け

（はぜ掛け）を行いました。
10 月 6 日（木）には脱穀作業を行い、今年も

おいしい新米を収穫することができました。

道の駅あらぎの里にある「ミニあらぎ島」で、
清水保育所の年長組が 10 月 6 日（木）に稲刈りを
行いました。先生や役場職員に手伝ってもらいな
がら、けがすることなく、一生懸命刈り取りました。

ミニあらぎ島で収穫したのは、もち米。6 月に
泥んこになりながら植えた稲が、大きく成長して
いました。おいしいお餅になるのが楽しみです。

清水保育所　稲刈り体験八幡小学校　稲作体験
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9 月 30 日（金）、有田川町と有田川町社会福祉協議会の共催で、第 6 回有田川町社会福祉大会を開催しました。
多年にわたり社会福祉の発展向上に貢献された方々の功績をたたえ、表彰状の贈呈を行いました。大会は吉備
福祉太鼓の皆さんによる力強い和太鼓の演奏で幕を開け、式典では町長表彰 22 人、会長表彰 39 人、会長感謝
12 人の総勢 73 人が受賞されました。受賞者の皆さまおめでとうございます。

記念講演では、いのちの講演家 公益財団法人和歌山県人権啓発センター登録講師 岩崎順子氏を講師として
お招きし「人は生きているだけで、誰かを幸せにしている」をテーマにご講演いただきました。いのちの大切さ、
寄り添うことの大切さについて体験談を交えた先生のお話が心の深いところに届き、私たち一人一人が住みや
すい有田川町について考えるきっかけとなりました。

地域おこし協力隊を任命

［　お名前のみのご紹介　］

笠本 清子さん

祝 100 歳
おめでとうございます

ご支援ありがとうございました
ウクライナ人道危機義援金

皆さまからお寄せいただいた温かいご支援は、
和歌山県が開設したウクライナ人道危機義援金口
座を通じ、ウクライナ支援に活用されます。ご協
力ありがとうございました。

●義援金総額／103万1,018円 （3月14日～9月16日）

第 6 回有田川町社会福祉大会

10 月 3 日 ( 月 )、有田郡にルーツを持つ京都府出身
の下村祐輝さん（写真右）が、地域おこし協力隊員
として任命されました。

下村さんは「一般社団法人しろにし」の一員とし
て、来春オープン予定の移住就業拠点施設（旧城山
西小学校）の運営を主な業務としながら、地域の「し
ごと」「あそび」を発信してくれます。

同施設は移住・就業希望者の短期滞在場所、清水
地域の企業を中心とした職員寮、町民と外部人材と
の交流の場などの機能を持ちます。システム開発、
HP 構築、企画のディレクションなどの職歴を持つ
下村さんに力を発揮してもらい、地域振興を目指し
ます。
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有田川町生活研究グループ連絡協議会の活動の
一環で、8 月 26 日（金）に『自分でできる防災』
と題した講演会を実施しました。

町防災担当職員から「避難＝命を守る行動をす
る」「必要な備えを考えておく」「なぜ自助・共助
が大事なのか」などの話を聞いた後、新聞紙やペッ
トボトルを使った防災・減災グッズを作りました。

参加した会員からは「備えておかないと、とは
思っていたけど、どうしたらいいか分からなかっ
たので聞けて良かった」「分かっていたつもりでも、
実際に減災・防災グッズを作る機会がなかった。
また作ってみよう」などの感想が寄せられました。

9 月 13 日（火）には、視察研修として近畿大学
附属湯浅農場へ伺いしました。

新しくなった建物、マンゴーハウスや珍しい柑
橘類、薬剤散布機械や柑橘遺伝資源保存園を見せ
ていただきました。
「近くにあるのに、中まで入ったことがなかった。

こんなに広かったとは！詳しく聞けて良かった」
「近大マンゴーは知っていたけど、柑橘もお米も

作って、たくさんの品種を研究されていたのは知ら
なかった」と、参加者から驚きの声が上がりました。

有田川町生活研究グループ活動報告
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有田川町の

財政
事情

「地方公共団体の財政の健全化に関する法
律」第 3 条第 1 項および第 22 条第 1 項の規定
により、令和 3 年度（2021 年度）決算に基づ
く健全化判断比率と資金不足比率を公表しま
す。

令和 3 年度（2021 年度）においても
町の財政の判断指標の評価は「健全」
しかし、地方交付税などの依存によるところ

が大きいため、今後はさらなる自主財源の確保
に努める必要があるほか、引き続き無駄のない
財政運営が求められます。

問財務課（吉備庁舎）

健
全
か
否
か
の
指
標

「
健
全
化
判
断
比
率
」「
資
金
不

足
比
率
」
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
が
健
全
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
た
め
の
指
標
で
す
。

表
に
記
載
し
て
い
る
①
～
④
の

比
率
に
つ
い
て
、
早
期
健
全
化
基

準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
を
超
え

て
「
早
期
健
全
化
団
体
」
に
な
っ

た
場
合
は
「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
、
⑤
の
基
準
を
超
え
た
場
合
は

「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
従
っ
て
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
財
政
再
生
基
準
（
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
）
を
超
え
、
財
政
破
綻

状
態
で
あ
る
「
財
政
再
生
団
体
」

に
な
っ
た
場
合
は
「
財
政
再
生
計

画
」
を
策
定
し
、
国
や
県
の
関
与

に
よ
る
確
実
な
財
政
の
再
生
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

有
田
川
町
の
現
状

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
を
示
す
指
標
。
令
和
3
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）
決
算
で
は
、

実
質
収
支
額
が
黒
字
の
た
め
、
赤

字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
な
ど
に
加
え
、
公
営

企
業
会
計
を
含
め
た
全
て
の
会
計

の
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
を
示
す
指
標
。
①

と
同
様
、赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

公
債
費
（
借
入
金
の
元
利
償
還

金
）
の
水
準
を
測
る
指
標
で
、
一

般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
全
て
の

会
計
の
公
債
費
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
。

普
通
交
付
税
な
ど
の
歳
入
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、比
率
が
０
．

3
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
な
ど
に
加
え
、
公
営

企
業
会
計
・
一
部
事
務
組
合
・
広

域
連
合
・
土
地
開
発
公
社
・
第
三

セ
ク
タ
ー
な
ど
を
含
め
た
負
債
の

う
ち
、
一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負

担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
示
す

指
標
。

地
方
債
残
高
な
ど
が
減
少
し
た

こ
と
に
加
え
、
基
金
の
総
額
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
比
率
が
発

生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も

計
画
的
な
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て

地
方
債
残
高
の
抑
制
が
必
要
で

す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
。

令
和
3
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）

も
全
て
の
公
営
企
業
会
計
に
資
金

不
足
が
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

有田川町の健全化比率など　（単位：％）

令和 3 年度
（2021 年度）

令和 2 年度
（2020 年度）

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

①実質赤字比率 ― ― 13.24 20.00
②連結実質赤字比率 ― ― 18.24 30.00
③実質公債費比率 12.7 13.0 25.00 35.00
④将来負担比率   ― 3.2 350.00
⑤資金不足比率 ― ― 20.00

※比率が発生していない場合は「―」と記載しています。
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投
票
日

●
日
時
／
11
月
27
日
（
日
）
７
時
～

●
場
所
／
各
地
区
指
定
の
投
票
所

※
投
票
終
了
時
刻
は
投
票
所
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

投
票
で
き
る
人

次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
が
投
票
で

き
ま
す
。

・
平
成
16
年
（
2
0
0
4
年
）
11
月
28

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

・
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
8
月
9

日
以
前
か
ら
、
引
き
続
い
て
有
田
川
町

内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

最
近
、
和
歌
山
県
内
の
他
の
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
人
（
新
し
く
住
民
票
を
有
田

川
町
で
登
録
し
た
人
）
は
、
転
入
・
転
出

の
時
期
な
ど
に
よ
っ
て
、
投
票
で
き
る
場

所
が
異
な
り
ま
す
。
下
記
の
表
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
引
続
証
明
書
と
は

和
歌
山
県
内
の
市
町
村
か
ら
、
県
内
の

他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
場
合
、
引
き
続

い
て
現
在
も
和
歌
山
県
内
に
住
所
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
旧
住
所
地
で
の

投
票
や
新
住
所
地
で
の
不
在
者
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
確
認
を
す
る

た
め
の
証
明
書
が
「
引
続
証
明
書
（
引
き

続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
）」

と
い
い
ま
す
。
証
明
書
の
申
請
お
よ
び
交

付
は
、
い
ず
れ
の
市
町
村
で
も
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券

有
権
者
の
皆
さ
ま
に
「
投
票
所
入
場

券
」
を
送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
選
挙
権
の

有
無
の
確
認
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の

で
す
。

も
し
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
紛
失

し
た
り
し
て
も
、
選
挙
権
が
あ
る
人
は
投

票
で
き
ま
す
。
遠
慮
な
く
投
票
事
務
従
事

者
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
入
場
券
の
色
は
「
淡
紫
」
で
す
。

問有田川町選挙管理委員会（吉備庁舎総務課内）

和歌山県知事選挙
「決める、和歌山。」

投票日は  11 月 27 日 ( 日 )

転入転出のケース別投票場所・選挙権の有無

転入の種別 投票場所・選挙権の有無
窓口での転入届け出日 新住所地 旧住所地 投票できない

県外からの転入
（他の都道府県から
 有田川町に住民票を移した人）

令和 4 年 8 月 9 日以前に転入 ○ 　 　

令和 4 年 8 月 10 日以降に転入 　 ○

県内市町村からの転入
（和歌山県内の市町村から
 有田川町に住民票を移した人）

令和 4 年 8 月 9 日以前に転入 ○ 　 　

令和 4 年 8 月 10 日以降に転入 ※注意 1 ○
※注意 2 　

※注意 1／選挙権は旧住所地にあり、有田川町にありません。有田川町で投票する場合には「不在者投票」での
み行うことができます。　※事前に旧住所地に投票用紙を郵送請求する必要があります。

※注意 2／投票の際には、最寄りの市町村が発行する「引続証明書（引き続き県内に住所を有する証明書）」を
提示することにより、旧住所地で投票が行えます。

●
第
7
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第
7
投
票
区
の
投
票
所
で
あ
る
「
き
び

体
育
館
」
は
、
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
実
施

し
て
い
る
た
め
、
今
回
の
和
歌
山
県
知
事

選
挙
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

「
御
霊
小
学
校
体
育
館
」
が
投
票
所
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
時
間
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〒６４３‐００００

有田川町○○○○　○○‐○

有田　川太郎　様

和歌山県知事選挙

999 999 999

有田　川太郎 □

〇〇〇〇〇〇〇〇センター

00：00 00：00
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▼ 投票所一覧
投票区 投票日当日の投票所 区域

1 有田川町役場吉備庁舎 天満・土生・高瀬・植野・奥

2 有田川町こども総合センター 北筋・出・尾中・角

3 水尻公民館 水尻・明王寺・熊井・熊井なぎの里

4 吉備浄化センター 一ツ松・小島・野田・長田・上中島

5 田殿小学校 田口・大谷・井口・賢・船坂・長谷・大賀畑・田角

6 秋葉公民館 上徳田・下徳田・秋葉・奥徳田・垣倉・庄・吉見

7 御霊小学校体育館 庄一・庄二・畑浦・垣倉・東丹生図・西丹生図

8 金屋文化保健センター 中野・市場・中井原・金屋・長谷川・丹生・糸野

9 小川小学校 伏羊・小川・吉田・有原・青田

10 石垣公民館 吉原・歓喜寺・糸川・松原

11 修理川地区集会所 修理川・宇井苔

12 西ケ峯地区コミュニティセンター 西ケ峯上・西ケ峯下・中・中峯・本堂・沼田・彦ケ瀬・瀬井・畦田

13 旧早月小学校 延坂・西薗・尾上・小原・生石

14 下六川地区集会所 下六川・黒松・上六川・西・釜中

15 岩倉公民館 岩野河・川口・谷・立石

16 粟生住民センター 粟生

17 五郷地区生活改善センター 中原・川合・二澤・北野川

18 城山出張所 三瀬川・東大谷・二川・日物川

19 境川コミュニティセンター 境川

20 楠本区民センター 楠本

21 沼区民センター 沼・遠井

22 宮川地区集会所 宮川・大蔵

23 清水保健センター 清水・三田

24 下湯川ふるさと村施設 下湯川・上湯川

25 久野原コミュニティセンター 久野原

26 安諦地区基幹集落センター 井谷・室川・板尾・杉野原・押手

27 沼谷区集会所 沼谷

投票日当日は、あらかじめ定められた投票所でのみ投票できます。
投票所入場券に、当日の投票所を記載していますのでご確認ください。

　

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
学
業
、
冠
婚
葬

祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
見

込
み
の
人
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
11
日
（
金
）
～
11
月
26
日

（
土
）
の
う
ち
、
8
時
30
分
～
20
時

●
場
所
／
吉
備
庁
舎
・
金
屋
文
化
保
健
セ

ン
タ
ー
・
清
水
行
政
局

ま
た
次
の
日
時
・
場
所
で
も
期
日
前
投

票
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
11
月
16
日
（
水
）
8
時
30
分
～
17
時

　

安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

・
11
月
18
日
（
金
）
8
時
30
分
～
17
時

　

城
山
出
張
所

　

移
動
期
日
前
投
票

投
票
車
が
巡
回
す
る
「
移
動
期
日
前
投

票
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
選
挙
権
が
あ
る

人
は
ど
な
た
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

●
開
設
日
／
11
月
26
日
（
土
）

●
金
屋
地
区

・
宇
井
苔
へ
き
地
集
会
所 

8
時
～
9
時
30
分

・
谷
地
区
集
会
所 

11
時
～
12
時
30
分

・
生
石
地
区
集
会
所 

15
時
～
16
時
30
分

●
清
水
地
区

・
清
水
公
民
館
上
湯
川
分
館 

10
時
30
分
～
12
時

・
遠
井
区
山
椒
集
荷
場 

14
時
30
分
～
16
時
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不
在
者
投
票

仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
一
時
的
に
他
市
区

町
村
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、
滞
在
地
の
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票
を
行
う
に
は
投

票
用
紙
の
請
求
が
必
要
で
す
。
お
早
め
に
そ

れ
ぞ
れ
の
指
定
施
設
や
有
田
川
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
指
定
病
院
等
に
お
け
る
不
在
者
投
票

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
施
設
（
指
定
病
院
や
指
定
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
）
に
入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
そ

の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
選
挙
権
が
旧
住
所
地
（
和
歌
山
県
内
）

に
あ
る
場
合
の
不
在
者
投
票

旧
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投

票
用
紙
を
取
り
寄
せ
、
新
住
所
地
に
あ
た

る
有
田
川
町
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
旧
住
所
地
に
赴
い
て
投
票
す
る
場
合
、

不
在
者
投
票
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

●
特
例
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
宿

泊
・
自
宅
療
養
な
ど
を
し
て
い
る
人
で
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
な
ど

で
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

□ 

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
所
持
し

て
い
る
人
の
う
ち
、
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
」。

□ 

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

人
の
う
ち
次
の
人

・
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害
／

障
害
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級

・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
の
障
害
／
障
害
の
程
度
が

１
級
ま
た
は
３
級

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
害
／
障
害
の
程
度
が

1
級
か
ら
3
級

□ 
戦
傷
病
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

の
う
ち
次
の
人

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
／
障
害
の
程
度

が
特
別
項
症
か
ら
第
2
項
症

・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
障
害
／
障
害
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
3
項
症

ま
た
、
対
象
の
人
の
う
ち
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
人
は
代
理
人
が
記
載
で
き
る

制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

□ 

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

人
の
う
ち
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
障
害
の

程
度
が
１
級

□ 

戦
傷
病
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

の
う
ち
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
か
ら
第
2
項
症

平成16年（2004年）11月28日以前に生まれ、現在は和歌山県外に
住んでいるが、有田川町内に住民票のあるAさんの場合不在者投票の手続き

有権者Aさん

最寄り（滞在地など）の市区町村選挙管理委員会

有田川町
選挙管理委員会

①有田川町選挙管理委員会へ郵送請求
A さんが郵送で「期日前投票・不在者投票宣誓書

（兼請求書）」を選挙管理委員会に請求する。

②有田川町選挙管理委員会から
　投票用紙などを郵送

有田川町選挙管理委員会から郵送
で投票用紙などの書類が A さんに
送られてくる。

④最寄りの市区町村選挙管理委員会
　が有田川町選挙管理委員会へ郵送

A さんの投票の受け付けをした市町村
選挙管理委員会が、有田川町選挙管理
委員会に A さんの投票した用紙を郵送
する。

③最寄りの市区町村選挙管理
　委員会で不在者投票

有田川町選挙管理委員会から送
られてきた投票用紙などを、最
寄りの市区町村選挙管理委員会
に持参し、不在者投票を行う。

※「期日前投票・不在者投票宣誓書（兼請求書）」は町ホームページからダウンロードできます。
※上記②で送付される「不在者投票証明書」の封筒は、自分で開封しないでください。
※投票用紙に記入できるのは③の段階のみとなります。あらかじめ記入しないでください。
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下水道課からのお知らせ
問下水道課

●農業集落排水対象地域と統合の予定時期
処理場 対象地区 統合予定時期

田殿浄化センター 田口・大谷・井口・賢・船坂・出地区の一部
令和 5 年（2023 年）4 月予定

吉見浄化センター 吉見地区

熊井浄化センター 熊井・奥地区
令和 6 年（2024 年）4 月予定

吉原浄化センター 吉原地区

徳田浄化センター 徳田地区（秋葉・奥徳田・上徳田）の一部 令和 4 年（2022 年）4 月統合

農業集落排水（5 処理区）は順次、公共下水道に統合していきます。各地区で処理されていた汚水は今後、
吉備浄化センターで、きれいな水に処理されるようになります。

令和 5 年（2023 年）4 月に田殿地区および吉見地区の農業集落排水を公共下水道に統合する予定としており、
令和 6 年（2024 年）4 月には熊井地区および吉原地区を予定しています。

なお、令和 4 年（2022 年）4 月には徳田地区の農業集落排水を公共下水道に統合しています。

統合に伴い、下水道使用料金の算出方法が変更となります

農業集落排水を公共下水道に統合します

住居の場合、居住者の人数に応じて使用料金が計算されます。

下水道使用料＝基本料金 1,650 円＋（居住者の人数× 660 円）

上水道の使用水量に応じて、下水道の使用料金が計算されます。

下水道使用料＝基本料金 1,320 円（10㎥含む）＋（10㎥を超えた水量から 1㎥につき× 132 円）

※公共下水道は上下水道料金を別請求にすることはできません。公共下水道へ統合されると、現在、上水道料金の
振替口座として登録されている口座から下水道料金も引き落としとなりますのでご注意ください。

※井戸水を下水道に排水する場合は、井戸水の使用水量も含まれます。
※農業用水や他の用途で大量に水を使用する場合は、申請などにより減額できる場合があります。
※使用料金の徴収時期については、農業集落排水使用時と変更ありません。
　上水道料金を併せて上下水道料金として毎月 23 日（土日祝日の場合は翌営業日）に、ご指定の口座から引き落

とします。納付書払いの場合は毎月末（土日祝日の場合は翌営業日）までにお支払いください。

●農業集落排水の場合（月額固定）

●公共下水道の場合（月額変動　※ 1 カ月使用水量が 10㎥までは固定）
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

9 月 18 日 ( 日 ) に地域交流センター（ALEC）で、
認とも arida2022（認知症とともに生きるまちづく
りイベント）を３年ぶりに開催しました。

イベントでは、認知症や介護について子どもの
視点で描いた絵本「ばあばは、だいじょうぶ」の著
者楠章子氏を講師に迎え、若年性認知症のお母さん
との 20 年以上にわたる日々をお話しいただきまし
た。お母さんの認知症の症状が現れたのは楠氏がま
だ 20 代の時で、その当時の、人に知られたくない
気持ちや、家族だけではどうにもならない日常の葛
藤を実際のエピソードを交じえ話してくれました。

また、2 部では有田市立病院理学療法士の奈良
岡氏による認知症予防体操が行われました。脳を
動かし考えながら行う体操体験では、参加者から
も笑顔がこぼれました。

おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！ いつまでも現役！～

大林 重代　さん（87 歳）

「今年もたくさん野菜ができたよ」
自宅をたくさんの花できれいにしている大林さ

ん。近所の方や自宅を訪問する方も四季折々の花を
楽しみにしているそうです。

以前、膝や股関節の手術をして動きにくさもある
そうですが、「動いていないと余計悪くなると思っ
て動いてるんよ」とのこと。

天気のいい日は、朝８時から２時間ほど畑へ行って
花や野菜作りをし、若い方にも育て方をアドバイスす
ることもあるそうです。取材の日にはゴーヤやナスビ
など、おいしそうに育った野菜も見せてくれました。

農作業以外にも、毎日のテレビ体操や柔軟体操な
ど日々動くことを心掛けているそうです。また、裁
縫も得意でかばんやひ孫のマスクを作っています。

毎日元気に過ごす秘訣は「毎日バランスよく食べ
る」「一日一日感謝する」ことだと教えてくれました。

～認知症と共に生きるまちづくりイベント～
認とも arida 2022 を開催しました
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

毎
年
11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
「
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
へ
の
心
構
え

を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
消
防
本
部
で

は
、
各
種
広
報
活
動
や
火
災
防
御
訓
練
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
防

ぎ
、
命
、
財
産
を
守
る
た
め
日
頃
か
ら
火

の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

第
11
回
「
防
火
の
詩う

た
」
募
集

今
年
度
も
火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し

て
、皆
さ
ま
か
ら
火
災
予
防
に
関
す
る「
標

語
・
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
の
生
活
の
中
で
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
る
標
語
な
ど
、
形
式
・
様
式
に
特
に

決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
／
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
さ
れ

て
い
る
方

●
応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
（
会
社
名
、

学
生
の
場
合
は
学
校
名
）を
明
記
の
上
、

郵
送
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

・
郵
送
の
場
合

　

〒
６
４
３
‐
０
８
１
１

　

有
田
川
町
庄
１
０
４
２
番
地

　

有
田
川
町
消
防
本
部　

予
防
課

　
「
第
11
回
防
火
の
詩
」
応
募
係　

・
Ｅ
メ
ー
ル

　fire119@
tow
n.aridagaw

a.lg.jp

火
災　
…　
10
件

救
急　
…　
1
0
5
7
件

救
助　
…　
15
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

9
月
末
現
在
の
出
動
件
数

令
和
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
お
出
か
け
は　
マ
ス
ク
戸
締
り　
火
の
用
心
」

消
防
だ
よ
り

●
締
切
日
／
12
月
2
日
（
金
）

●
そ
の
他

・
入
選
作
品
の
発
表
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
行
い
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
当
消
防
本
部
に

帰
属
し
、
原
則
返
却
は
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
作
品
の
著
作
権
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
責
任
は
当
消
防
本
部
で
は
一

切
負
い
か
ね
る
の
で
ご
了
承
願
い
ま

す
。

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ「
Q
助
」

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
住
民
の
緊
急
度

判
定
を
支
援
し
、
利
用
で
き
る
医
療
機
関

や
受
診
手
段
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、

全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
「
Q
助
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
時
、
ア
プ
リ

を
起
動
し
て
該
当
す
る
症
状
な
ど
を
画
面

上
で
選
択
し
て
い
く
と
、
緊
急
度
に
応
じ

た
必
要
な
対
応
が
次
の
よ
う
に
表
示
さ
れ

ま
す
。

①
今
す
ぐ
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

②
で
き
る
だ
け
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

③
緊
急
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

④
引
き
続
き
、
注
意
し
て
様
子
を
み
て
く

だ
さ
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
判
断
す
る
手

助
け
に
な
り
ま
す
。
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど

う
か
迷
っ
た
と
き
に
役
立
つ
ア
プ
リ
で
す

の
で
、
次
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
本
ア
プ
リ
の
判
定
結
果
に
か
か
わ
ら

ず
、
緊
急
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
救
急
車
を
要
請
し
た
り
病
院
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
出
典
元　

総
務
省
消
防
庁
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ど
、
皮
膚
の
乾
燥
を
助
長
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

 

肌
ト
ラ
ブ
ル

●
あ
か
ぎ
れ
（
手て

湿し
っ

疹し
ん

）

・
症
状
／
赤
み
の
あ
る
腫
れ
や
水
ぶ
く

れ
、
ひ
び
割
れ
、
か
ゆ
み
な
ど
。

・
原
因
／
洗
剤
な
ど
に
よ
る
皮
膚
の
バ
リ

ア
機
能
の
低
下
、
化
学
物
質
に
よ
る
刺

激
、
ア
レ
ル
ギ
ー
。

・
予
防
方
法
／
手
に
洗
剤
が
残
っ
て
い
る

と
、
そ
の
部
分
か
ら
か
ぶ
れ
る
こ
と
が

る
た
め
き
ち
ん
と
洗
い
流
す
。

●
し
も
や
け
（
凍と

う

瘡そ
う

）

・
症
状
／
手
や
足
先
、
鼻
、
耳
な
ど
に
で

き
や
す
い
。
血
流
が
滞
り
、
む
く
み
と

な
っ
て
炎
症
が
起
き
か
ゆ
み
や
痛
み
が

生
じ
る
。

・
原
因
／
寒
い
環
境
に
繰
り
返
し
晒
さ
れ

る
と
発
症
す
る
。

・
予
防
方
法
／
外
出
時
は
手
袋
や
耳
当
て

な
ど
の
防
寒
具
を
使
用
し
て
温
か
く
し

た
り
、普
段
か
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
。

日
本
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
語
呂
合
わ
せ

の
日
が
あ
り
、11
月
12
日
は
「
皮
膚
の
日
」

と
日
本
臨
床
皮
膚
科
医
会
に
よ
り
平
成
元

年（
1
9
8
9
年
）に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

寒
く
な
っ
て
く
る
と
血
液
循
環
が
鈍

り
、
皮
脂
や
汗
の
分
泌
が
減
少
し
皮
膚
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
て
き
ま
す
。

今
月
は
、
皮
膚
の
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

 

皮
膚
の
役
割

皮
膚
は
、
身
体
の
一
番
外
側
に
あ
る
全

身
の
人
体
最
大
の
臓
器
で
す
。
皮
膚
に
は

生
体
防
御
の
機
能
が
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
の
侵
入
を
防
い
だ
り
、
熱
や
紫
外
線

な
ど
の
物
理
的
な
刺
激
か
ら
守
り
水
分
を

逃
が
さ
な
い
よ
う
に
潤
い
を
保
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

年
齢
と
と
も
に
バ
リ
ア
機
能
は
衰
え
て

い
き
、皮
膚
は
乾
燥
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
普
段
の
生
活
の
中
で
も
、
頻
回
の

手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
長
時
間
の

水
仕
事
、
お
風
呂
で
肌
を
強
く
こ
す
る
な

健康みちしるべ

﹁
₁₁
月
₁₂
日︵
い
い
ひ
ふ
︶の
日
﹂

健
康
推
進
課
︵
金
屋
庁
舎
︶

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

 

肌
の
お
手
入
れ

●
こ
ま
め
な
保
湿
ケ
ア
／
肌
の
乾
燥
が
気

に
な
っ
た
時
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ケ
ア
で
き
る
よ
う
、
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

な
ど
持
ち
運
び
で
き
る
も
の
を
普
段
か

ら
持
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。
保
湿
ク

リ
ー
ム
は
、
ヘ
パ
リ
ン
類
似
物
質
や
尿

素
配
合
の
ク
リ
ー
ム
を
選
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

●
血
行
促
進
し
な
が
ら
保
湿
ケ
ア
／
気
温

が
低
い
場
所
に
い
る
と
血
行
が
悪
く
な

り
、
肌
全
体
の
働
き
が
鈍
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
血
行
促
進
し
た

り
、
温
か
い
飲
み
物
な
ど
で
身
体
の
中

か
ら
温
め
ま
し
ょ
う
。

●
食
で
身
体
の
中
か
ら
乾
燥
対
策
／
ビ
タ

ミ
ン
A
（
海
草
類
な
ど
）、
ビ
タ
ミ
ン

B
6
（
鶏
肉
な
ど
）、ビ
タ
ミ
ン
C
（
果

物
な
ど
）、
ビ
タ
ミ
ン
E
（
魚
介
類
、

大
豆
製
品
な
ど
）、
セ
ラ
ミ
ド
（
米
、

豆
類
な
ど
）
を
取
り
入
れ
、
身
体
の
中

か
ら
補
っ
て
み
る
の
も
ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
冬
、
自
分
に
合
っ
た
方
法
で
肌
ト

ラ
ブ
ル
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

手作りおもちゃ教室
　　～秋の自然物を使って
　　　　おもちゃを作ってみませんか～

●日時／11月14日（月）13:30～14:30
●場所／子育て支援センター
●定員／ 10 組程度
●講師／杉山江里子さん
●参加費／無料
●申込／ 11 月 1 日（火）8:30 ～ 子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（11月4日・11日・18日・25日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

令和 5 年（2023 年）1 月 17 日（火）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房

※集団健診は事前に申し込みが必要です。
　健康推進課（金屋庁舎）または清水行政局住民福祉
　室でお申し込みください。

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

12 月 1 日（木）　※ 11 月はお休み
■場所／きび保健福祉センター

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

11 月 2 日（水）脳トレ
12 月 7 日（水）骨密度測定
■場所／金屋文化保健センター

12 月 2 日（金）骨密度測定
■場所／清水保健センター

健康づくり講座 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

11 月 18 日（金）13:30 ～　清水保健センター
■内容／代謝UP! 免疫UP‼運動不足解消エクササイズ
　　　　＆血圧が気になる方への食事

11 月 28 日（月）13:30 ～　清水保健センター
■内容／体内時計から生活を振り返ってみよう♪

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

11 月 7 日（月）清水保健センター
11 月 10 日（木）金屋文化保健センター
11 月 17 日（木）金屋文化保健センター
12 月 1 日（木）金屋文化保健センター
12 月 5 日（月）清水保健センター
※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）7 月生まれ］
　11 月 22 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）12 月生まれ］
　11 月 1 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）3 月生まれ］
　11 月 16 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 2 年（2020 年）8 月生まれ］
　11 月 30 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［平成 31 年（2019 年）4 月生まれ］
　11 月 9 日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 4 年（2022 年）9 月）

加入者数 7,257 人

支払額 3 億 694 万円

1 人当たりの医療費
4 万 2,295 円

（前年同月 3 万 7,299 円）

令和 3 年度（2021 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 8,527 円／月

46 万 2,326 円／年

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00
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問こども教育課（金屋庁舎）
合宿 ・ 自然体験活動

8 月 30 日（火）～ 31 日（水）に加太の和歌
山市立青少年国際交流センターへ合宿に行き、
ウォークラリー、アスレチック、カレー作り、キャ
ンプファイヤーなどを楽しみました。

1 日目は和歌山市駅から南海電車の切符を購入
し「めでたいでんしゃ」で加太まで乗車し、2 日
目には元加太小学校校長の松下先生に加太の地
層や磯の生き物について教えてもらいました。

9 月 8 日（木）、白崎青少年の家へ自然体験
活動に行きました。午前中は３班に分かれ、
自然を感じながらいろいろな問題を解いてい
くフィールドサーチを行いました。午後から
はマグカップ作りをしました。

お天気にも恵まれ、楽しく活動することが
できました。

小川小学校 5 ・ 6 年生

田殿小学校 5 年生
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原画展
馬場のぼるリトグラフ展

期間／ 11 月 25 日（金）まで
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

今月のイベント
おはなし会
①日程／ 11 月 6 日（日）・20 日（日）・23 日（水・祝）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 11 月 26 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／しみず図書室

新着図書案内
■一般書
かんむり　…………………………… 彩瀬まる／著
たとえば、葡萄　………………… 大島真寿美／著
ドラゴンズ・タン　…………… 宇佐美まこと／著
ええじゃないか　…………………… 谷津矢車／著
うさぎの町の殺人　…………………… 周木律／著
鬼女　…………………………………… 鳴海風／著
クロコダイル・ティアーズ　……… 雫井脩介／著
付き添うひと　……………………… 岩井圭也／著
切腹屋　…………………………… 岩井三四二／著
我、鉄路を拓かん　………………… 梶よう子／著
れんげ出合茶屋　…………………… 泉ゆたか／著

■児童書
ニャンの日にまいります！
………………………… 木内南緒／作　酒井以／絵
ラベンダーとソプラノ　… 額賀澪／作　いつか／絵
ちいさいおねえちゃん
…………… いとうみく／作　えがしらみちこ／絵
へんしんロボット　…… あきやまただし／作・絵
アルメット　…………… トミー・ウンゲラー／作

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

今月の移動図書館

※掲載しているイベントについて、やむを得ず中止または実施
内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホーム
ページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせくだ
さい。

全館臨時休館日／ 11 月 11 日（金）
しみず図書館臨時休館日／ 11 月 29 日（火）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

11 月 2 日（水）　小川小学校　12:50 ～ 13:15
11 月 9 日（水）　し み ず 園    15:30 ～ 16:00
11 月 16 日（水）　小川小学校　12:50 ～ 13:15
11 月 17 日（木）　安諦小学校　12:40 ～ 13:00
11 月 18 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00
11 月 24 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45

えほん de わっしょい 16
ワークショップやステージイベント、サイン

会などのイベントが盛りだくさん！
開催期間／ 11 月 13 日（日）10:00 ～ 16:00
場所／地域交流センター（ALEC）

※事前に申し込みが必要なものもあります。詳細は有田
川ライブラリーホームページをご覧いただくか、地域
交流センター（ALEC）までお問い合わせください。

イベント
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
︵
吉
備
庁
舎
︶

清
水
行
政
局 

建
設
環
境
室

～
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
～

年
末
ま
で
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
11
月
28
日
（
月
）
ま
で
に

し
尿
収
集
業
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
11
月
28
日
（
月
）
を
過
ぎ
る
と
、
年

末
ま
で
に
く
み
取
り
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
12
月
29
日
（
木
）
か
ら
令
和

5
年
（
2
0
2
3
年
）
１
月
5
日
（
木
）

ま
で
の
間
、
し
尿
収
集
業
者
は
休
業
し
ま

す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
の
貸
与
制
度
で

生
ご
み
を
減
ら
そ
う

●
コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
処
理
容
器
）
と

は
／
畑
な
ど
に
置
き
、
生
ご
み
を
土
や

落
ち
葉
と
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
、
堆
肥
を

作
る
容
器
で
す
。
生
ご
み
を
堆
肥
に
す

る
こ
と
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
対
象
者
／
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
有
効
活

用
、
維
持
管
理
が
で
き
、
後
日
、
町
か

ら
の
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
ら
れ

る
方

●
貸
出
数
／
1
世
帯
、
ま
た
は
1
事
業
所

に
2
基
ま
で

※
サ
イ
ズ
／
Φ
60
×
Ｈ
66 

㎝

●
そ
の
他
／
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

ま
た
は
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
ま
で

直
接
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ポ
ス
ト
利
用
者
の
声

コ
ン
ポ
ス
ト
の
無
料
貸
与
制
度
を
利
用

し
て
お
お
む
ね
1
年
を
経
過
し
た
方
を
対

象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

・
生
ご
み
を
そ
の
日
の
う
ち
に
処
分
で
き

る
の
で
大
変
助
か
り
ま
す
。

・
1
日
5
0
0
g
～
1
㎏
の
ご
み
の
減

量
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
自
分
で
も
、
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と
が

で
き
る
と
思
え
る
と
こ
ろ
が
い
い
。

・
生
ご
み
の
お
か
げ
で
畑
に
足
を
運
ぶ
回

数
が
増
え
た
。

・
花
の
肥
料
に
な
っ
て
大
変
良
か
っ
た
。

・
虫
や
に
お
い
の
発
生
を
懸
念
し
使
用
を

た
め
ら
っ
て
い
た
が
、
使
っ
て
み
る
と

と
て
も
楽
で
し
た
。
今
ま
で
室
内
に
生

ご
み
用
ご
み
箱
を
設
置
し
て
い
た
が
、

そ
れ
が
不
要
に
な
り
家
が
す
っ
き
り
し

ま
し
た
。

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
回
答
を
い

た
だ
い
た
21
人
の
方
に
限
っ
て
み
る

と
、
年
間
1
．
69
ｔ
の
生
ご
み
減
量
効
果

が
あ
る
と
推
測
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
環

境
セ
ン
タ
ー
へ
の
処
理
費
分
担
金
の
約

4
万
8
5
2
2
円
相
当
に
な
り
ま
す
。

年
末
の
し
尿
く
み
取
り

地域 し尿収集業者

吉備・金屋
地域

上田衛生
☎ 52-4582

（有）武田清掃
☎ 32-2391

清水地域 （有）武田清掃
☎ 32-2391

家庭から出る
燃えるごみの収集量

令和 4 年（2022 年）8 月／約 321 トン
先月から約 18 トンの増加

最近よく "SDGs（エス・ディー・ジーズ）" と
いう言葉を耳にします。これは国連が定めた「持
続可能な開発目標」の呼び名です。ごく簡単にい
うと「みんなが幸せで快適な生活を送れるような
未来を作るための目標」でしょうか。

私たち生活者が直接 SDGs に取り組める活動
の一つがごみの減量化です。より良い地球の未来
のためにごみを減らしましょう！

鳥屋城小学校では、 落ち葉をコンポストに入れて
堆肥にする活動に取り組んでいます
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私
は
今
ま
で
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
今
年
度
か
ら
人
権
機
関
有

田
川
の
委
員
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
、
い
ろ
ん
な
企
画
に
参
加
す
る
こ
と
で

深
く
考
え
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
4
月
に
は
、
児
童
文
学
作
家
の

た
か
だ
ゆ
き
子
先
生
の
講
演
会
が
あ
り
ま

し
た
。思
い
や
り
や
や
さ
し
さ
に
つ
い
て
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
講
演
を
通
じ
て
詳

し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
気
な

い
一
言
が
相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
私
自
身
「
反
省
す
る
こ
と

が
あ
る
な
あ
、
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な

い
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

6
月
に
は
、
映
画
「
ひ
ま
わ
り
」
の
上

映
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
撮
影
場
所
と
い
う
こ
と
で
、

現
在
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
若
い
2
人

が
恋
愛
し
、
結
婚
し
、
さ
あ
こ
れ
か
ら
と

い
う
時
に
戦
争
が
始
ま
り
、
離
れ
ば
な
れ

に
な
っ
て
し
ま
う
。
結
局
二
人
は
引
き
裂

か
れ
て
し
ま
い
、別
れ
て
し
ま
う
内
容
で
、

む
な
し
い
思
い
を
し
た
と
と
も
に
、
戦
争

の
ひ
ど
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。今
も
な
お
、

戦
争
中
の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
1
日

で
も
早
く
戦
争
が
終
わ
り
ま
す
よ
う
に
と

願
い
ま
す
。

7
月
に
は
、
気
象
予
報
士
の
蓬
莱
大
介

さ
ん
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
異
常
気

象
や
防
災
、
気
象
の
基
本
的
な
知
識
、
災

害
時
に
お
け
る
自
助
・
共
助
に
つ
い
て
な

ど
、た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
年
度
も
人
権
機
関
有

田
川
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
多
く
の
人
数

が
集
ま
っ
て
の
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
人
権

に
つ
い
て
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川　

中
林 

良
子

 

人
権
機
関
有
田
川
の
活
動

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
2
週

間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
実
施
週
間
で
す
。
全
国
の
法
務
局
・

地
方
法
務
局
で
は
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る

相
談
電
話「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
開
設
し
、
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

の
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
の
問
題
は
依
然
と

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 11 月 17 日（木）13:00~16:00
●場所／清水会館 青年集会室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570-003-110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

　

  

弁
護
士
相
談
も
あ
り
ま
す

　

  

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

　

                  

な
く
す
運
動

し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

通
常
の
受
け
付
け
時
間
を
延
長
す
る
と
と

も
に
、土
・
日
曜
日
も
相
談
に
応
じ
る
「
全

国
一
斉
﹃
女
性
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹄
強
化

週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

法
務
局
の
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

が
電
話
に
対
応
し
、
相
談
者
の
話
を
聞
い

て
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
一
緒
に
考
え

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
に
人
権
侵
犯

の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
法
務
省
の
人

権
擁
護
機
関
と
し
て
事
案
に
応
じ
た
措
置

を
講
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
0
5
7
0
‐
0
7
0
‐
8
1
0

・
強
化
期
間
中
の
受
付
時
間
／
8
時
30
分

～
19
時
（
土
日
は
10
時
～
17
時
）

・
通
常
（
休
暇
期
間
以
外
）
の
受
付
時
間

／
平
日
の
8
時
30
分
～
17
時
15
分

問
和
歌
山
県
地
方
法
務
局
・
和
歌
山
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

　

☎
0
7
3
︲
4
2
2
︲
5
1
3
1

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827
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まちのデータ
（令和 4年（2022 年）9月末日現在）

人口 2万 5,705 人
男 1万 2,180 人
女 1万 3,525 人

1 万 703 世帯

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 － 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 － 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 － 4882
有 田 聖 苑 52 － 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 － 5474

₀₉₀︲₇₉₆₆︲₁₆₉₇
有田川町 少 年 センター 52 － 8744

催 

し

◆
◆
◆

第
12
回
有
田
就
職
フ
ェ
ア

（
就
職
合
同
面
談
会
）
開
催

●
日
時
／
12
月
6
日
（
火
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分

●
場
所
／
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
（
有
田
市
箕
島
27
）

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
で
は
、
有
田
地

方
で
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た
め
に

「
第
12
回
有
田
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
す
。
有
田
郡
市
内
の
企
業
約
25
社
が
参

加
し
て
の
面
談
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
浅

に
よ
る
就
職
相
談
を
行
い
ま
す
。
求
職
者

や
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
で
、
有
田
地
方

に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い（
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要
）。

面
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
履
歴
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

問

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
︵
有
田
市
箕
島

₃₃
︲
1
︶
☎
８
３
︲
4
7
7
7

年 

金

◆
◆
◆

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定

基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

｝

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。事
務
手
続
き
は
日
本
年
金
機
構（
年

金
事
務
所
）
が
行
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

◦
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
／

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
で
あ
る
。

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
で
あ
る
。

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得

額
の
合
計
額
が
約
88
万
円
以
下
で
あ

る
。

◦
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
／
次
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
7
２
万
円
以

下
で
あ
る
。

●
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
お

受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
9
月
上
旬
か
ら
、
請

求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
1
月
4

日
ま
で
に
請
求
手
続
き
が
完
了
す
る
と
、

令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
10
月
分
か

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事

務
所
ま
た
は
市
町
村
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
基
本
的
に
は
更

新
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、

電
話
で
お
客
様
の
家
族
構
成
や
金
融
機

関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を
お
聞
き

し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

住
民
課
︵
吉
備
庁
舎
︶・
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
︲
０
５
︲

１
１
６
５
・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所 

☎
０
７
３
︲
４
４
７
︲
１
６
６
０

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 － 5356
下 水 道 課 53 － 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 － 4730

交通事故発生件数
（9月中、物損含む）

有田川町 45 件
死者 0人　負傷 1人

有田湯浅警察署調べ

ありだがわ防災・行政ナビの登録を
防災無線の放送内容やハザー

ドマップ、緊急情報を確認でき
ます。お出かけ先でも有田川町
の情報をチェック！

「ライフビジョンアプリ」を
インストールしてください。無
料で利用できます。

iOS
（iPhone）

android
( スマートフォン )

お知らせお知らせ
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子
育
て

◆
◆
◆

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

で
す
。

●
児
童
虐
待
と
は
／
4
種
類
に
分
類
さ

れ
、
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

・
身
体
的
虐
待
／
殴
る
・
蹴
る
・
や
け
ど

を
さ
せ
る
・
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

・
性
的
虐
待
／
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
・

性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待
／
言
葉
に
よ
る
脅
し
・
無

視
・
兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
・
子
ど

も
が
Ｄ
Ｖ
を
目
撃
す
る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト
／
適
切
な
衣
食
住
の
世
話

を
し
な
い
・
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
へ

連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

ま
た
、
令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）

4
月
か
ら
子
ど
も
へ
の
体
罰
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
罰
が
繰
り
返
さ
れ

る
と
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
・
発
達
に
さ

ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

●
﹁
も
し
か
し
て
﹂
と
思
っ
た
ら
連
絡
を

「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

が
い
る
」「
自
分
自
身
が
出
産
や
子
育
て

に
悩
ん
で
い
る
」「
子
育
て
に
悩
む
親
が

い
る
」な
ど
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

協
会 

3
階
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅

2
4
3
0
番
地
77
）

●
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
先
／
湯
浅
税
務
署 

法
人
課

税
部
門 

☎
６
３
‐
5
4
0
6
（
直
通
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

　

☎
６
３
︲
5
4
0
6

年
末
調
整
等
説
明
会
の
開
催

令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）
の

年
末
調
整
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
15
日
（
火
）
10
時
～
12
時

●
対
象
者
／
有
田
川
町
で
事
業
さ
れ
て
い

る
方

●
定
員
／
40
人

※
事
前
に
湯
浅
納
税
協
会
へ
予
約
が
必
要

●
場
所
／
湯
浅
納
税
協
会
3
階
会
議
室

（
湯
浅
町
湯
浅
2
4
3
0
‐
７
７
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
1
8
9

・
有
田
川
町
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
8
0
‐
8
9
4
1
‐
5
1
3
7

※
時
間
帯
に
よ
っ
て
役
場
代
表
電
話
に
転

送
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問

家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー︵
金
屋
庁
舎
︶

税 
金

◆
◆
◆

令
和
4
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

登
録
申
請
手
続
き
の
相
談
会
」

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
10
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
の
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
手
続

き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

・
11
月
30
日
（
水
）
10
時
～
11
時

・
12
月
21
日
（
水
）
14
時
～
15
時

●
場
所
／
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

　

☎
６
３
︲
5
4
0
6

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

続けてみよう！ 手話でしりとり！「す○○」

先月号の答えは「ごまかす」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント
夏に食べるものと言えば…

お知らせお知らせ

手話で「しりとり」していきましょう。皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？
全ての指を軽く曲げ、手のひらを上向きにし、口元で左右に動かす。
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募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
11
月
9
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
11
月
19
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
）

・
資
格
／
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
、
15

歳
以
上
（
卒
業
見
込
み
含
む
）
17
歳
未

満
の
男
子
で
あ
り
、
中
学
校
長
が
推
薦

で
き
る
者

・
受
付
期
間
／
12
月
2
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

1
月
5
日
（
木
）
～
7
日
（
土
）
の
い

ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
伊
丹
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊

丹
市
）

●
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

・
資
格
／
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
、
15

歳
以
上
（
卒
業
見
込
み
含
む
）
17
歳
未

満
の
男
子

・
受
付
期
間
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3

年
）
1
月
6
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

1
月
14
日
（
土
）

※
予
備
日
1
月
15
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
貸
費
学
生

・
大
学
の
理
学
部
も
し
く
は
工
学
部
の
3

年
次
、
4
年
次
ま
た
は
大
学
院
修
士
課

程
に
在
学
し
、
卒
業
（
修
了
）
後
、
直

ち
に
自
衛
隊
に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
者

・
受
付
期
間
／
11
月
11
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
12
月
3
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
︵
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
︲
2
︶　

☎
８
２
︲
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す

「
一
人
ひ
と
り
が
と
も
に
支
え
あ
い
、

誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
す
た
め
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し

て
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
21
日
（
月
）
10
時
～
11
時

30
分　

※
締
め
切
り 

11
月
17
日
（
木
）

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階 

小
ホ
ー
ル

●
講
師
／
森
崎 
雅
好
さ
ん（
真
言
宗
僧
侶
）

問

健
康
推
進
課
︵
金
屋
庁
舎
︶

税
を
考
え
る
週
間

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
租
税

の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知

識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
活
動

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
テ
ー
マ
を
「
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
向
か
っ
て
」
と
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
学
校
教
育
向
け
の
「
税
の
学

習
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
国
税
職
員
の
税

務
調
査
や
徴
収
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て

も
、
ド
ラ
マ
仕
立
て
で
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
に
よ
る
S
N
S

を
利
用
し
た
各
種
情
報
の
発
信
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
︲
5
3
5
1

お知らせお知らせ
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案 

内

◆
◆
◆

戦
没
者
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の

申
請
を
開
始
し
ま
す

●
身
元
不
明
の
戦
没
者
遺
骨
を
遺
族
の
も

と
へ

厚
生
労
働
省
で
は
、
身
元
の
特
定
さ
れ

て
い
な
い
戦
没
者
遺
骨
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に

よ
り
ご
遺
族
の
も
と
へ
返
還
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
実
施
地
域
／
硫
黄
島
、
イ
ン
ド
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
沖
縄
、
樺
太
、
旧
ソ
連
等

（
旧
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
）、
タ
イ
、
中
部

太
平
洋
地
域（
ウ
エ
ー
ク
島
・
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島
・
ツ
バ
ル
・
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
・

パ
ラ
オ
諸
島
・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
・
マ

リ
ア
ナ
諸
島
・
メ
レ
ヨ
ン
島
）、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
、
ビ
ス

マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

●
申
請
者
／
戦
没
者
の
配
偶
者
、
子
、
父

母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
、
甥
姪
な
ど

●
申
請
方
法
／
「
D
N
A
鑑
定
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
記
載
し
、メ
ー
ル
、フ
ァ

ク
ス
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
電
話
で

請
求
ま
た
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/

index.htm
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

・
電
子
メ
ー
ル

　dnakantei@
m
hlw
.go.jp

・
フ
ァ
ク
ス

　

０
３
‐
3
5
9
5
‐
2
2
2
9

・
郵
送

　

〒
1
0
0
‐
8
9
1
6

　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
1
‐
2
‐
2

　

厚
生
労
働
省 

社
会
・
援
護
局
事
業
課

　

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
担
当

●
D
N
A
鑑
定
の
流
れ

1
．
D
N
A
鑑
定
実
施
可
能
と
判
断
さ

れ
た
ご
遺
族
へ
、
D
N
A
鑑
定
実
施

の
同
意
書
と
検
体
採
取
キ
ッ
ト
を
送
付

し
ま
す
。

2
．
検
体
提
供
者
ご
自
身
が
検
体
を
採
取

（
専
用
の
綿
棒
で
口
の
頬
の
内
側
の
粘

膜
を
採
取
す
る
簡
単
な
も
の
）
し
、
検

体
と
同
意
書
を
厚
生
労
働
省
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

3
．
提
供
し
た
検
体
を
厚
生
労
働
省
か
ら

鑑
定
機
関
に
渡
し
、
ご
遺
骨
と
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
鑑
定
を
行
い
ま
す
。

●
費
用
／
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
料
は
国
が
全
額
負

担
し
ま
す
。

※
申
請
書
提
出
、
検
体
採
取
キ
ッ
ト
お
よ

び
同
意
書
の
返
送
の
際
の
郵
送
料
は
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

問

厚
生
労
働
省 

社
会
・
援
護
局
事
業
課

☎
０
３
︲
3
5
9
5
︲
2
2
1
9

史
跡
保
存
活
用
計
画
の
意
見
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

「
国
指
定
史
跡 

湯
浅
党
城
館
跡
保
存
活

用
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
策
定
委
員

会
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら
素
案

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。つ
き
ま
し
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の
場
所
で
、

皆
さ
ま
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所
／
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
や
す

ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行

政
局
住
民
福
祉
室
・
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
A
L
E
C
）

●
期
間
／
11
月
7
日
（
月
）
～
11
月
30
日

（
水
）

※
開
庁
日
時
・
開
館
日
時
に
伴
う
。

問

社
会
教
育
課
︵
金
屋
庁
舎
︶

|| 広報ありだがわがアプリで読める！

広報ありだがわと町議会広報かわら版
をアプリ「マチイロ」でご覧いただけます。

App Store または Google Play からインス
トールしてご利用ください。利用料は無料。
発行日にはプッシュ通知でお知らせします。

お知らせお知らせ
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「
本
人
通
知
制
度
」
は

あ
な
た
の
個
人
情
報
を
守
る
制
度
で
す

●
ど
ん
な
制
度
？

本
人
通
知
制
度
は
、
戸
籍
謄
本
や
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書
を
本
人
以
外

（
本
人
の
代
理
人
ま
た
は
代
理
人
以
外
の

第
三
者
）
に
交
付
し
た
場
合
に
、
登
録
し

た
ご
本
人
に
交
付
し
た
事
を
お
知
ら
せ
す

る
制
度
で
す
。

第三者

有田川町役場

登録している
A さん

① A さんと
　 B さんの
　戸籍・住民票
　などを請求

② A さんと
　 B さんの
　戸籍・住民票
　などを交付 登録していない

B さん

登録者には、
第三者に戸籍・住民
票などを交付した
事実を通知します。

事前登録をしてい
ない場合、通知は
行いません。

制度の
イメージ

●
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
？

本
人
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
不
正

取
得
が
あ
っ
た
場
合
に
早
期
発
見
と
事
実

関
係
の
早
期
究
明
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
不
正
取
得
が
発
覚
す
る
可
能
性
が
高
ま

る
こ
と
か
ら
、
不
正
請
求
を
抑
止
す
る
効

果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

●
登
録
の
手
続
き

登
録
は
、
登
録
窓
口
へ
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
に
な
り
、

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の
場
合
は
、

委
任
状
お
よ
び
登
録
す
る
方
と
代
理
人
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

・
登
録
窓
口
／
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清

水
行
政
局
住
民
福
祉
室

問

住
民
課
︵
吉
備
庁
舎
︶

町
内
の
60
以
上
の
お
店
や
団
体
︑
事
業
者
が
出
店
︒﹁
う
ま
い
も
ん
エ
リ
ア
﹂﹁
え

え
も
ん
市
エ
リ
ア
﹂﹁
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア
﹂﹁
体
験
エ
リ
ア
﹂﹁
文
化
祭
エ
リ
ア
﹂
で
︑

有
田
川
町
の
お
い
し
い
も
の
︑
素
敵
な
モ
ノ
︑
自
慢
の
商
品
︑
貴
重
な
体
験
を
満
喫
︒

ゲ
ス
ト
も
出
演
予
定
︒
第
1
1
4
回
有
田
中
央
高
等
学
校
品
評
会
も
同
時
開
催
︒

ぜ
ひ
︑
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
︑
ご
来
場
く
だ
さ
い
︒

※駐車場（有田中央高等学校グラウンド）へは北方面から
の来場、左折入場にご協力ください。地域交流センター
（ALEC）、吉備浄化センターも駐車場としてご利用できます。

お知らせお知らせ
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月 火 水 木 金 土 日
1
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

2
□健康相談

（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

3 4
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

5 6
□第 9 回しみず
　ふるさとまつり

（清水行政局）
【産業振興室】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

7 8 9
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

10 11 12
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

13
□えほん de わっ

しょい 16
（ALEC）【ALEC】

14
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

15 16
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

17
□人権特設相談所

（清水会館）
　【社会教育課】

18
□健康づくり講座

（清水保健センター）
　【健康推進課】
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

19 20
□第一回
　ありだがわ楽市
　（有田中央高等学校

周辺）【商工観光課】
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

21
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

22
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

23勤労感謝の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

24
□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

25 26
□おはなし会

（しみず図書室）
【しみず図書室】

27
□和歌山県知事選挙

【有田川町選挙管
理委員会】

28
□健康づくり講座

（清水保健センター）
　【健康推進課】

29 30 12/1 2
□健康相談

（清水保健センター）
　【健康推進課】
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

3 4
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

5 6
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

7 8

11月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□ 2歳児健診（金屋文化保健センター)
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
　（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】
□健康相談 ( 金屋文化保健センター）

【健康推進課】

□ 2 歳児健診（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□第 3 期固定資産税納期限【税務課】
□第 3 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 3 期町県民税納期限【税務課】
□第 5 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 5 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】

□運動教室
（きび保健福祉センター）
【健康推進課】
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藤
並
館
跡
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
（
約
7
5
0
～

4
5
0
年
前
）
に
か
け
て
、
こ
の
地
域
を
治
め
て
い
た
武
士
が

地
域
の
支
配
拠
点
と
し
て
住
ま
い
に
し
て
い
た
館
跡
で
す
。
館
の

周
囲
は
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
四
方
が
堀
と
土
塁
で
囲
ま
れ
て

お
り
、
東
西
75
ｍ
、
南
北
87
ｍ
の
規
模
が
あ
り
ま
す
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
土
塁
が
確
認
さ
れ
、
館
の
構
築
が
13
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
こ
の
地
域
を
治
め
て
い
た
藤

並
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
藤
並
氏
は
、

日
本
の
中
世
の
中
で
も
著
名
な
武
士
集
団
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

「
湯
浅
党
」
の
有
力
な
構
成
員
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
武
士
の
居
館
跡
と
い
う
史
跡
の
価
値
が
評
価
さ
れ
、
令
和
3
年

（
2
0
2
1
年
）
3
月
に
湯
浅
城
跡
と
と
も
に
「
湯
浅
党
城
館
跡
」

と
し
て
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

去
る
9
月
25
日
（
日
）
に
は
、
藤
並
館
跡
保
存
会
の
皆
さ
ま
に

よ
る
史
跡
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
当
日
は
、
朝
7
時
か
ら
28
人

の
会
員
が
集
い
、
下
草
刈
り
な
ど
を
実
施
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
清
掃
活
動
は
平
成
21
年
（
2
0
0
9
年
）
の
保
存
会
の
発
足

国
指
定
史
跡 

藤ふ
じ
な
み
や
か
た
あ
と

並
館
跡
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た

か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
保
存
会
で
は
、
清
掃
活
動

の
他
に
ベ
ン
チ
の
設
置
や
研
修
会
の
開
催
、
冊
子
の
発
行
、
史

跡
の
見
学
や
そ
の
価
値
を
伝
え
る
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
が
史
跡
の
価
値
を
認
識
し
、
自
発
的
に
環

境
美
化
活
動
を
継
続
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
史
跡
を
将
来

へ
伝
え
て
い
く
上
で
も
大
変
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
今
後
と

も
行
政
と
住
民
の
連
携
の
下
で
、
史
跡
の
保
存
と
公
開
活
用
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
史
跡
指
定
地
の
一
部
が
町
有
地
と
な
り
、
南
側
の

土
塁
に
立
ち
入
っ
て
見
学
い
た
だ
け
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
冬
季
は
下
草
も
少
な
く
、
史
跡
の
見
学
に
適
し
た
季
節
と

な
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
周
囲
の
み
か
ん
畑
へ

の
立
ち
入
り
は
営
農
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

そ
の
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